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第２ 期 地域福祉活動計画策定にあたっ て

お互いさまの心で結ぶ生石のきずな

　 生石地区の社会福祉協議会では、 毎年全員で協議し て実施計画を たて

協議会の評議員全員がそれぞれの事業を 担当し て実施し てき まし た。

　 し かし 、 地域福祉計画は、 平成２ １ 年に第１ 期計画を 策定し て、 平成

２ ５ 年に終了以降、 新規の計画を 見送っ てき まし た。

　 一方、 年と 共に少子高齢化や地域の人間関係の希薄化が進む中、 誰も

が、 住み慣れた地域で、 自分ら し く 幸せに、 心豊かに、 安心し て、 健康

に暮ら し ていける地域を めざし て、 基本理念から 見直し 、 第２ 期の地域

福祉活動計画を 策定し まし た。

　 お互いさ まの心で、 一人ひと り が他人を 思いやり 、 お互いに支え合う

地域を 目指し て、 他団体と も 協力し あい活動を 進めていき たいと 思いま

す。

  引き 続き ご理解と ご協力を 賜り ますよう お願い申し あげます。

令和　 ７ 年　 ７ 月　 １ 日

生石地区社会福祉協議会

会長　 田中　 正昭

基本理念
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松山市における 地域福祉に関する 計画の連携と 比較

　 地域福祉の推進を図るためには、 下記の計画が内容を一部共有し たり 、 策定過程を共有

する等、 相互に連携し 、 一体と なっ て進めるこ と が重要であり 、 お互いに補完、 補強し あう

関係にあり ます。

【  イ メ ージ図 】

【 　 地域福祉に関する計画の比較　 】

　 地域福祉計画・地域福祉活動推進計画

　　    (このまちのえがおプラン)

策定主体 　 松山市・松山市社協 　　　　生石地区社協

対象地域 　 　 　 松山市内 　　　　　地区内

実施期間 　 　 　 　５　年 　　　　　５　年

基本目標 　　『 みんなが参加し　つながり支えあう 　『 お互いさまの心で結ぶ

( 基本理念） 　共生のまちづくり 』 　　 　生石のきずな 』　

 目標１ ① 地区社協の基盤整備

 支えあいの心を育む ② 福祉学習と ボラ ンティ ア

 目標２ 　 （ 団体） の育成

 みんなが主役になれる環境づく り ③ 在宅福祉の充実、 支援

 目標３ ④ 関係団体と の協働、 連携

 丸ごと 支援のし く みづく り ⑤ その他

計画の特徴  目標４

 福祉サービスの向上と 適切な利用促進 以上の５ 項目を基本計画と し 、

「  こ のまちのえがおプラ ン 」

以上の４ 項目を個別目標に掲げ、 住民一人ひと り の目標に照ら し つつ、 生石地区

や住民組織、 ボラ ンティ ア団体、 NPO等の関係団体 の特性を活かし た事業を計画

学校、 事業所等、 地域の多様な主体、 さ ら には松 的に展開し ます。

山市及び松山市社協がそれぞれの役割を担いなが 地区社協が中核と なっ て、 住民

ら 、 共につながり ､支え合う こ と で、 ” 誰も が住み の主体的な参加を基本と し た

慣れた地域で暮ら し 続けたい” と 思える共生のま 地域福祉活動をより 計画的・ 具

ちづく り を目指し ます。 体的にすすめると と も に、 地区

社協の基盤強化を図り ます。

１

計画 地域福祉活動計画

一体計画

地域福祉計画

（松山市計画）

地域福祉活動
推進計画

（松山市社協計画）

地域福祉活動計画

（地区社協計画）
連携



生石地区社協の「  地域福祉活動計画 」 の策定手順

■　地域福祉活動計画 策定についての説明会 令和６年 ７月

■　策定委員の選出

　　・策定委員　地区社協評議員

　　・事務局及びワーキングチーム　社協役員

■　 令和７ ～１ １ 年福祉活動計画策定委員会を開催　 （ ６ ～７ 回）

　 　 ・ 策定計画の策定方法、 基本理念の決定（ 令和６ 年８ 、 ９ 月）

　 　 ・ 活動計画基本計画の決定（ 令和７ 年 ４ 月）

　 　 ・ 地区社協の現事業等を検証し 、 基本計画毎ごと に分類　

（ 令和７ 年 ５ 月）

　 　 ・ 地域福祉の実態、 地域課題を踏まえ事業計画を策定

　 （ 令和７ 年 ６ 月）

　 　 ・ 計画書の作成　 （ 令和７ 年 ７ 月）

■  地区社協の評議員会の承認

生石地区社協の「  地域福祉活動計画 」  の体系図

　 　 基本計画 　 　 　 事業実施計画 　 　 　 　 年次計画

（ 基本理念を踏ま 　 （ 現状の実施事業の検証 　 （ 今後5年間で取り 組む

 えた大項目設定） 　 　 見直し と 再分類） 　 事業についての検討）

 ① 地区社協の ●現在地域で取り組んでいる  地域福祉の実態・課題など

　　基盤整備 　事業や行事  を把握し、各事業・行事等

・ふれあい・いきいきサロン  の見直しと年次目標の設定

 ② 福祉学習と 　事業や行事 ●拡充事業

　ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成 ・福祉交流会 　今後５年間を想定した拡充

・福祉だより発行 　計画を立てる

 ③ 在宅福祉の ・認知症対策事業 ●継続事業

　　充実、支援 ・福祉学習事業 　今後５年間を想定した計画

　体験学習 　を立てる

 ④ 関係団体との 　福祉講座 ●廃止事業

　　協働、連携 ・各種団体への支援事業 　段階的に廃止していく事業

●今後取り組みたい事業 　の選定

 ⑤ その他 ・子供や児童に関する取組 ●新規事業

　今後取り組みたい事業

　

２

市社協による説明

策定委員の選出

策定委員会の開催

地区社協評議員会を開催

基
本
理
念
・
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          生石地区 地域福祉活動計画

１ ． 基本理念

２ ． 基本計画

（ １ ）  地区社協の基盤整備

 　 　 年度計画

7 8 9 10 11

５

　 充を図る。

・ 地区社協　 福祉だより の
　 発行

・ 活動資金の確保
　 共同募金活動への参加

・ 地区社協の拠点整備
　 と 活用

・ 協力会員の充実 拡充 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒・ 地区社協の組織改革 継続 ⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

継続

　 　 　 　 　 　 　 ５  年 計 画　 　 　 　 　 　 　 　 　実施計画

・ 役員会、 評議員会開催 継続 ⇒ ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒・ 総会の開催

　 毎年、 理事（ 各町自治会長、 副会

  長） 評議員が全員出席し て総会を

　 開催する。

　 毎年１ 回役員会、 評議員会を開催

　 する。⇒

⇒ ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒

 備を松山市生石支所、 生石地区まち

　 づく り 協議会、 生石公民館と 連携し

　 ながら 推進、 充実を図る。

協力会員の高齢化により 、 人員が

　 減少傾向にあり 、 地域福祉サービス

　 に支障をき たす可能性があるので拡

　 定期的に見直し 、 改訂する。

  編集委員会を開催し 、 内容の充実

　 を図り 発行する。 ( 年1回)

共同募金の使途・ 地域配分金の活

  用について、 地域住民、 企業、 商

　 店、 団体へ周知し 、 共同募金への

　 理解と 協力者への拡充に努め、 財

　 源確保を図る。

　 拠点整備に関連し た周辺の環境整

お互いさまの心で結ぶ生石のきずな



（ ２ ）  福祉学習と ボラ ンティ ア

 　 　 年度計画

7 8 9 10 11

・ 高齢者福祉学習 ⇒ ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

　 主任児童委員を中心に小・ 中学校

・ 児童、 生徒の健全育成 　 と の連携強化に努める。

　 　 　 に関する事業 　 継続し て小・ 中学校の各種事業に

　 参加・ 協力を行う 。

　 地区内保育園等が行う 、 乳幼児、

・ 子育て支援事業 　 児童生徒、 親世代への支援事業に

　 ついて、 広報等の支援を行う 。

　 三世代交流を目的に、 生石地区ま

　 ちづく り 協議会福祉部と 共同で

・ ふれあい食堂の実施 拡充 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 　 ２ ケ月に１ 回実施する。

　 案内は地区内小学校、 保育園の連

　 絡メ ール等で実施する。

６

　 成する。

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

・ 地区内小学校への福祉
　 学習事業への助成

・ 各種研修会への参加

実施計画

継続 ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

　 　 　 　 　 　 　 ５  年 計 画　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 地域住民の参加が得ら れるテーマ

　 や学習内容を検討し 、 福祉情報の発

  信、 啓発を行う 。

　 市社協等他団体が開催する研修会

　 にも 積極的に参加協力を行う と と

　 も に研修結果を全体会議等で共有す

　 る。 でき るだけ平等に研修会参加機

　 会が得ら れるよう 調整する。

　 地区内小学校の福祉学習事業につ

　 いて（ まちづく り 協議会） 共同で助



（ ３ ）  在宅福祉・ 生き がい介護予防サービス

　 　  年度計画

7 8 9 10 11

・ ふれあい・ いき いき 　 現在行われているサロンへの支援

　 サロン事業 ⇒ ⇒ ⇒ 　 及び助成金支給を継続し て行う 。

　 （ 緩和型を含む）

　 高齢者、 身体障がい者を対象と し た

・ 地域福祉サービス事業 継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 　 在宅福祉サービス（ ゴミ 出し 、 掃

　 ( a) 地域福祉サービス 　 除等） 事業の啓発と こ れを担う 協

　 力会員拡充を図る。

　 地域福祉サービス事業における協

・ 地域福祉サービス事業 　 力会員の拡大を図ると と も に、 協

　 ( b) 協力会員の研修 　 力会員の研修を実施するこ と で対

　 応力の向上を図る。 ( 年1回以上)

　 松山市民生児童委員協議会に登録

　 の独居高齢者全員に民生・ 児童委員

　 が訪問し て招待の案内状を手渡し

・ 独居高齢者の交流と 　 する。

　 慰労の会 　 午前、 午後と 昼食をはさ んで保育

　 園園児の発表、 中学校生徒の合唱

　 部、 吹奏楽部、 その他演技を提供

　 する。

　 民生児童委員、 独居高齢者みまも

　 り 員が協力し て高齢者世帯への声

・ 高齢者世帯への 　 掛け活動を実施する。

　 声かけ活動 　 敬老の日には長寿祝いの品を持っ

　 て９ ０ 歳以上の在宅高齢者を訪問

　 する。

・ 独居高齢者の年末慰労 　 公民館と 共同で民生児童委員が年

　 訪問 　 末にかけて訪問し 、 慰労の品を贈

・ ８ ０ 歳以上の高齢者へ 　 る。

  年賀状出状 　 ８ ０ 歳以上の方に年賀状を送る。

７

⇒継続 ⇒ ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

実施計画 　 　 　 　 　 　 　 ５  年 計 画　 　 　 　 　 　 　 　 　

継続 ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒



（ 4）  他団体と の協働

　 　  年度計画

7 8 9 10 11

　 福祉だより の配布、 共同募金事業

　 への協力依頼他。

　 災害時の要支援者支援体制の検討、

　 拡充。

　 まちづく り 協議会の構成委員は地

・ まちづく り 協議会と の 　 区社協関係者が一部を担っ ており 、

　 連携 　 まちづく り 協議会と の協力を行う 、

　 助成金継続。

　 支援の必要な高齢者について随時

・ 包括支援センタ ーと の 継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 　 情報交換を行い、 協力体制を構築

　 連携 　 する。 地区内で協働し て必要な研

　 修を行う 。

　 地区内で健康講座等開催協力依頼

　 助成金継続。

　 積極的に公民館主催の事業に参加

・ 公民館と の連携 　 協力する。

　

８

・ 高齢ク ラ ブへの助成 継続 ⇒ ⇒ ⇒

検討
拡充

・ 町内会と の協働

・ 自主防災会と の連携 拡充 継続 ⇒ ⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

実施計画 　 　 　 　 　 　 　 ５  年 計 画　 　 　 　 　 　 　 　 　

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒



生石地区の社会福祉活動

一人住まいの皆さ んと と も に

一人住まいのみなさ んの慰労と 交流を かねて、 地域のみなさ んと 共に

福祉学習　 小学校での体験学習　 他

 小学４ 年生より

　 独居高齢者への

　 ﾌﾟ ﾚｾ゙ ﾝﾄｶ ﾄーﾞ

９

視覚障がい者体験

高齢者体験

生石保育園園児の皆さん 笑いヨガで明るく元気

西中学校の合唱部の皆さん 西中学校の吹奏学部の皆さん



ふれあい食堂

世代間の交流、 みんなで食べると おいし いよ

餅つき も し たよ。 おいし かっ たよ

調理風景

民生児童委員、 みまも り 員 サロ ン の活動

ケアマネージャ ー

包括支援センタ ー合同研修

認知症対応能力向上を 目指し て

認知症対応能力向上を 目指し て

１０

食後の遊び 調 理



えんたいごう

掩体壕 （ 南吉田） 見学者受け入れ
　掩体壕は太平洋戦争当時の昭和１９年 （１９４４年）に松

山海軍航空基地の戦闘機を敵の空襲から守るために造ら

れたコンクリート製の壕で、軍用機が１機入る半円形をして

おり、当時は上空からの敵に分からないように外側を土で

盛っていました。松山海軍航空隊の昭和史を今に伝える貴

重な史跡で、平成３０年（２０１８年） に松山市の有形文化財

に指定されました。

　今では小学校の平和学習で活用され、戦争の

記憶を伝えています。

　松山市教育委員会は小学生を対象とした教育

プログラムの一環として活用することになり、生

石地区まちづくり協議会が市から委託を受け、

施設の管理、見学者の、受け入れを担当し、ボ

ランティアでガイドをしています。昨年は市内４６

小学校から３４００人が見学に訪れました。

高齢者健康講座　 　 　 協力会員総会

健康寿命を 延ばそう 　 　  地域福祉サービスの結果報告と 火災予防講座

 福祉講座　 　 防災備品の準備と

ﾏｲﾀｲﾑﾗｲﾝについて     仮設ト イ レ の利用法

１１



生石地区の史跡

○ 松山海軍航空隊跡 ( 北吉田町）

　　　昭和 １８ 年 （１９４３年）１０月に帝国海軍として第５７番目の基地

　　として「松山航空基地」が開設され、その北側に松山海軍航空隊が

　　新設されました。偵察と操縦の教育をする予定でしたが、戦局は不

　　利となり、資材と燃料の不足から爆撃受けた飛行場の修復整備に

　　当たることが多かったようです。.

　　その記念碑が、帝人正門前の道路入口（右写真）と金刀比羅神社

　　前のバス停にあります。

○ 金刀比羅神社（ 北吉田町）

　 　 天正３ 年( １ ５ ７ ５ 年) に惣那山城主が創祀し 、 松前

　 城主加藤嘉明が松山藩主になっ て以来、 西方鎮守と し

　 て、 松山藩主から 手厚い援助を受けまし た。

　 　 祭神は大国主命と 崇徳天皇で、 大漁祈願、 海上安全、

　 家内安全にご利益があると 言われています。 境内には

　 等身大の古い木彫り の馬があり ます。

　

○ 吉田挿桃の里の石碑（ 南吉田町）

　 　 石碑は桃山幼稚園内の小高い砂山の丘にあり ます。

　 こ の地がなぜ吉田挿桃と いわれるよう になっ たのか、

　 その由来について書かれています。 関谷良氏の書で

　 昭和 １ ２ 年（ １ ７ ５ ４ 年） に創建さ れまし た。

○ 極楽寺（ 南吉田町）

　 　 寛文１ １ 年（ １ ６ ７ １ 年） に水翁伯元大和尚によっ て

　 開山さ れまし た。 松山城北（ 山越） 龍泰寺より 分かれた

　 曹宗のお寺で、 創建当初は阿弥陀仏がご本尊でし たが、

　 宝暦 ４ 年 （ １ ７ ５ ４ 年） に釈迦如来に代わり まし た。
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○ 垣生山城址 ( 北吉田町）

　南北朝時代 （室町時代） に足利尊氏についた河野

道盛と垣生氏は、その功績により河野氏は伊予国の

総領職として勢力を広げ、１３３４年頃道後の地に湯

築城を築きました。湯築城の西に面した生石地区は、

瀬戸内海の海岸地帯に標高１１０ｍの垣生山と忽那

山があり河野氏の一族垣生氏が守る城が垣生山に

築かれ、豊臣秀吉の天下統一まで続きました。

○ 天狗の面（ 高岡町）

　　その昔、石鎚山の天狗が親切にされた高岡村の長者に

　感謝し、その家の守護神になったという伝説に由来してい

　ます。疫病が大流行したときに、天狗の面を作り、門に飾っ

　たところ、高岡村からは病人が一人も出なかったと言われ

　ています。天狗の面は、顔は箕 （竹で編んだ農具）眉は

　 シュロ、目は草履、鼻はうなぎを取るやな簀というように

　農具などでできています。

○ 生石八幡神社（ 高岡町）

　　貞観元年 （８５９年） 奈良県大安寺の行教和尚

　が 大分県の宇佐八幡から戻る途中、垣生山が光

　り輝いているのを見て、「何か謂れがあるに違いな

　い。この地を神の社にすればご利益があるだろう」

　といわれたことから、村人たちが八幡宮を勧請（神

　仏の分霊をお願いし、迎え祀ること）し、建てられた

　歴史ある神社です。

○ 大蔵寺（ 高岡町）

　　平安時代の延喜元年 （９０１年）に高岡村郷士　 

　（この寺の任務についていた役人）の弓立大蔵

　によって建立された寺であるといわれています。

　真言宗豊山派で、本尊は虚空蔵菩薩で開運福

　徳、息災延命の仏です。平成２９年 （２０１７年 ）、

　本堂の落慶法要が執り行われました。
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　 　 く つぬぎてんまんぐ う

○ 履脱天満宮（ 久保田町）

　　長保元年 （９９９年） に一条天皇が社殿を建立し、

　菅原道真を祀って屩脱天満宮と称したとされています。

　「履脱」 の由来は、道真が今治を出て陸路で大宰府

　に向かう途中、歩き疲れて履を脱ぎ、その場所でくつ

　ろいだ事が名前の由来とされています。道真はここ

　が気に入り、その後３年間もとどまったといわれてい

　ます。

○ 安楽寺（ 久保田町）

　　履脱天満宮と同一の境内にあり、道真がこの庵

　で履を脱いだといわれています。奈良時代の高僧で、

　日本最初の大僧正の位を授けられた行基が天平 

　１４ 年 （ ７４２年 ） に開山したお寺です。

　本尊は十一面観音で、真言宗智山派です。

○ 観音院（ 富久町）

　　天正 ５ 年  （１３５１年 ） に創建された古い寺で

　本尊は十一面観音です。ここには観音講といって

　信者が参詣したり相互の助け合いをしたりする互助

　組織があり、祭りやご祈祷など、村人たちがお祈り

　をしてきました。江戸時代末期にかけて子供たちが

　勉強する寺子屋としても使用されていました。

○ 石鎚権現神社 （ 富久町）

　　さくら小学校の北側を流れる洗地川のすぐ北に

　樹齢１０００年といわれる大きな楠があり、そこに

　石鎚権現神社があります。暦応元年　（ １３３８年 ）

　頃にはここに加多寺というお寺があり、石鉄蔵王

　大権現が祀られていたそうですが、その後、明治

　２年　（ １８６９年 ）の神仏分離令で石鎚権現神社

　となりました。
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　 　 生石地区地域福祉活動計画策定委員会の開催状況

１ ． 策定委員会開催状況

　 　 策定委員会　 役員、 評議員により 話し 合い、 各事業の評価と 課題を洗いだし 、 ５ か年計画を策定

名　 　 称 開催時期 参加者 内　 　 　 容 場　 　 所

第１ 回 R6. 7. 9 評議員全員 市社協担当者より 地域福祉活動 松山市

19: 00～20: 00 27名 計画策定要領講義を受ける 生石支所

第２ 回 R6. 9. 10 評議員全員 基本テーマ検討 松山市

19: 00～20: 00 27名 生石支所

第３ 回 R6. 10. 8 評議員全員 評議員会で提案テーマを決定 松山市

19: 00～20: 00 27名 「 お互いさ まの心で結ぶ 生石支所

　 　 　 　 　 　 　 生石のき ずな」

策定委員会 第４ 回 R7. 4. 11 役員 生石地区社協の「 地域福祉活動 松山市

14: 00～15: 00 ８ 名 計画」 の体系確認 生石支所

第５ 回 R7. 5. 9 役員 基本計画打ち合わせ 松山市

14: 00～15: 00 ８ 名 生石支所

第６ 回 R7. 6. 6 役員 活動状況編集 松山市

14: 00～15: 00 ８ 名 生石支所

第７ 回 R7. 7. 7 役員 全体校正 松山市

14: 00～15: 00 ８ 名 生石支所
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